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日向峠-小笠木峠断層と糸島半島沖断層群の連続性について
Continuity between the Hinatatoge-Okasagitoge Fault and the Itoshima-hanto-oki Fault
Group, West Japan
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1.研究の背景
近年の調査により，福岡県糸島半島沖から佐賀県鳥栖市にかけて直線状に並ぶ糸島半島沖断層群，前原断層，日向峠-

小笠木峠断層の 3本の断層の存在が明らかになった．糸島半島沖断層群と前原断層は九州電力の調査 (2009)によって，
日向峠-小笠木峠断層は「活断層の位置・形状の検討作業グループ」の調査 (未発表)によって明らかになったもので，そ
の連続性については調査されていなかった．さらに，日向峠-小笠木峠断層については空中写真による地形判読しか行わ
れていなかった．また，糸島半島付近では 1898(明治 31)年にM6.0相当の「糸島地震」が起きており (宇津，1982)，こ
れらの活断層との関連が注目される．

2.研究の目的・手法
研究の目的は 1)日向峠-小笠木峠断層と前原断層の通過位置と活動性を明らかにする，2)日向峠-小笠木峠断層と糸島

半島沖断層群・前原断層の連続性を明らかにすることとした．研究手法は 1)空中写真判読による断層変位地形の調査，
2)現地での地形・地質の調査，3)既存のボーリング資料による地質の調査，4)ボーリングによる断層の有無，活動履歴
の調査である．

3.研究結果
空中写真による地形判読を行い，ストリップマップを作成した．これをもとに現地調査を行い，複数の活断層露頭を

発見した．さらに，次の 3地域については詳細な調査を行った．1)福岡市早良区脇山　低位段丘面を切る比高 3.5mの低
断層崖を発見した．段丘面の形成年代を約 8.5万年前と推定して鉛直方向の平均変位速度を求めると約 4cm/1000年とな
り，断層の活動度は C級と推定される．2)糸島市前原　日向峠-小笠木峠断層と前原断層の間の地域で直線的に連続する
崖を発見した．既存のボーリング資料を解析したところ，地下の基盤岩の最上部に，崖を挟んで 6.6mの標高差が見られ
た．さらに群列ボーリング調査によって，基盤岩中に断層が，中位段丘層基底に 57cmのずれが見つかった．よって，活
断層が通過している可能性が高い．3)糸島市篠原　福岡前原道路のボーリング資料を解析したところ，地層のずれなど
から活断層が通過している可能性が高い地点を発見した．さらにボーリング調査により，基盤岩の最上部に 7.22mの標
高差が見つかった．よって，ここを活断層が通過していることが分かった．

4.結論
1)複数の活断層露頭を発見するなど，地形・地質の両面から日向峠-小笠木峠断層の通過位置を詳細に検証することが

できた．2)日向峠-小笠木峠断層と前原断層の間の地域を活断層が通過している．したがって，3)日向峠-小笠木峠断層
と糸島半島沖断層群・前原断層は連続する同一の活断層帯 (全長：54km)である．4)福岡市早良区脇山での日向峠-小笠
木峠断層の鉛直方向の平均変位速度は 4cm/1000年で，活動度は C級と推定される．
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